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転移温度 Tc.の近傍 (T之Tc) では･超伝導ゆ らぎ把よる電気伝導度 oJ

紘,厚さdのフィルムの場合 *)

o′- 荒 い 十豊 ｡en(冒,,I t1)

で与えられるO但 し, 80-8(T-Tc)/7C,∂ ば対破壊効果-ク ーパ ー対を壊す

効果を もつ, 時間反転VE:対し非対称な相互作用一考表わすパラメータであ る｡

(1)式第 1壇は,ゆ らぎに より生じたク ーパ ー対 (以下,これ 教単にゆ らぎと

呼ぶ)が電流 を運ぶ事による寄与で, Aslamazov-Larkin境 と呼ばれ 60-1の

発散を示す｡ (1)式第 2項は, ゆ ちぎに よって電子が異常に散乱される事か らの

寄与で,Maki項 と呼ばれるo Maki項は ∂がゼロの転 6. の倍によらず発

散してしまう｡軍実の超伝導体には電子 -フォノン相 互作用による対破壊効果

が必ず存在す るが,理論 的見地からは,非穐性不純物効 果を含んだBCSノ､ミル

ル トニア ンで記述 される系で, OJが無限大に在るか密かの問題は興味深いO

-方, TがTcの梅 く近傍に在る と, ゆ らぎの寿命が長 くな り,ゆ らぎ問の

相 互作 用が問題にな って くるO この臨界領域におけるゆ らぎの静的振舞V,につ

V,･ての議論は既にをさ/TLてい るが,動的振舞い,特にMaki項の振舞い を明ら

かにする必要があるO

そこで我々は,電気伝導度- のゆらぎ効果を,ゆ らぎについて 2次以上の寄

与を系統的に調べて, (1)求 (1沢の寄与)か らのずれを求めたO

まず, ゆらぎの 2次の寄与考すべて調べ. 1次の寄与 と比べる事にょり, a

a/符, Ⅹ の 5つの展開パラメ ータを得た｡ここで aは

1

a= 満 面 号
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I)q2+eo po22d
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で,ゆ らぎの ため電子の状態が変化す る事による1 次か らのズ Vの大きさを与

+)一次元超伝導俺についても,並行して議論ができるがその結果は略すO
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超伝導ゆらぎによる電気伝導度の異常におけるMakiの役副

えるoここでN(D層 電子状態密度, D-vE/主;V.･p｡ ばフエ,Y ミ速摩,~運動

塞, Cは平 均 自由行路 O これま での実験では, aば普通 10~5-10-5 億 度

であるo a/ 符 (ワニ(T-Tc)/Tc) は,ゆ らぎ間の相互作桶によるゆ らぎ

自体の変化の大 きさを与え るもので,ゆ ちぎの静的揖舞い脅規定す るパ ラメ ー

タで もある｡AL項(くり 式第 1墳)の補正は このパラメ ータで与え られる｡

パラメ ータ Ⅹ
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紘,動的振舞いに特徴的夜 もので, これは, Maki噴 ((1_) 式第 2項)の補

正の大 きさを与えるox2 1_-の条 件 (a/符2 1と合せて)から,動的振舞 いに

つV-1ての暁界領域が決め られる｡

Ed/ ∂一 〇,即ち,対破壊効果が小さい極限では, Maki型発散en(E｡
/ 8) の巌 も強い項だげを,ゆち ぎにつV,て無限次まで笑め る事がで きるO こ

れを qm とすれば, 軸 ) は Ⅹ- 1/4 でその微分が不連続 とな り, Ⅹ- -,

即ち ∂- ロの極限では (Pn(E｡/鋸 宛 の振舞いを示す o 従 -て･ a- 0では,

発散の形は弱まるものの,依然として Uノ-- に怒って しま うO詳しい事は プ

レプ リン トqHigherOrderEffects due to tileSupercondllCt享ng

Fluctuation on theElectrica王Conductit,ity " - プ ログレス 投

稿中- を参照されたい｡

我々は:,lTc の撞 く近傍･臨界領域の問題をゆ らぎにつ いての摂動論で調べ

て きたが･ Tc の直上 さらにはTc の下剤で電気伝導密は どのようになるだ

ろ うか 9 -万,理論的には,-1, 2次元系にふいてばOff-DiagonalLong､

RangeOrderは存在し覆い尊が示されているが, こ の証明と電気伝導度の養

舞V,との閑係は ど う覆 っているだろうか ? その場合のTc の意味は ? これ

までの実験か らは, 1次元系の電気抵抗は, 指数関数的 に減少すーるものの, T

- Dまで存在す るであろ うと結論されているが, 2次元系についてはまだ窪 ま

った結論はないOこの問題は, 第 2準 相転移の一般論にかかわ る重要 なもので,

今後 この方向の研究を進めたいと思っているO
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